
平成 22年度年次報告

課題番号：1409

（１）実施機関名：

東京大学地震研究所

（２）研究課題（または観測項目）名：

古い地震記象の整理及びデータベースの構築

（３）最も関連の深い建議の項目：

1. 地震・火山現象予測のための観測研究の推進

（3）地震・火山現象に関するデータベースの構築

ア．地震・火山現象の基礎データベース

（４）その他関連する建議の項目：

1. 地震・火山現象予測のための観測研究の推進

（3）地震・火山現象に関するデータベースの構築

イ．地震・火山現象に関する情報の統合化

（５）本課題の５か年の到達目標：

　主として地震研究所に属する地震観測所（筑波，信越，和歌山，広島など）で記録された過去の地

震記象について，その所在情報をデータベース化し，さらには煤書きやペン書き記録をスキャンして

デジタルデータ化し，研究者が必要なときに迅速に利用できるようなシステムの構築を目標とする．

（６）本課題の５か年計画の概要：

　まず，各観測所に保存されている過去の地震記録について，電子化を前提として，記録の量や質の

調査を行うとともに，スキャナーによる電子化のテストなどを実施する．

　平成 21年度は，和歌山観測所が管理していた十数点の観測点での地震記録（ペン書き）について，

所在情報の整理，スキャンによる電子化のテストなどを実施する．

　平成 22年度は，和歌山観測所の地震記録の電子化を開始する．

　平成 23年度は，和歌山観測所の地震記録の電子化を継続するとともに，他の観測所の記録について

も電子化の計画を立案する．

　平成 24年度は，和歌山観測所の地震記録の電子化を継続するとともに，他の観測所の記録について

も電子化を開始する．

　平成 25年度は，和歌山及び他の観測所の地震記録の電子化を継続する．

（７）平成 22年度成果の概要：
　平成 21年度に ZOOMA化を行った伊勢 (1968年)・七川 (1968年)・生石山 (1968年)・和歌浦（1968年）

のペン書き記録約 2700枚を東京大学地震研究所地震火山情報センターのWWWサーバにアップし，イン

ターネットから広く活用できるように公開した．URLは，http://wwweic.eri.u-tokyo.ac.jp/ZOOMA/WSO/

である．インターネットから記録を確認できるため，実際の保管場所である和歌山観測所に行く必要が

なく，地震解析等に対して効率的な利用が実現された．地震記録の ZOOMA化は，高解像度 (400DPI)

で電子化された TIFF画像を複数に分割し，異なる拡大率で複数のファイルへ保存されるためにディ



スク容量が必要となるものの，ディスクについては安価で大容量のものが最近では利用可能であるた

めこの点が問題になることはない．また，ZOOMA化によりWebで地震記録を配信できるだけでな

く，パソコン等のディスクに ZOOMA化されたデータをコピーするだけで，ファイルサイズの大きな

TIFF画像と比較し，格段にデータのハンドリングがしやすく，記録のチェックなどが容易である．デ

メリットをあげるとすれば，ZOOMA化にあたり，画像 1ファイルあたりライセンス料が発生するこ

とである．

　ZOOMA化を行った和歌山観測所のペン書き記録は，1日 1枚の連続記録であることを考慮し，Web

への公開にあたって，所在情報を整理した EXCELファイルに各連続記録へのリンクを追加記述した

htmlファイルへと変換して公開を行った．

（８）平成 22年度の成果に関連の深いもので、平成 22年度に公表された主な成果物（論文・報告書等）：
http://wwweic.eri.u-tokyo.ac.jp/ZOOMA/WSO/にて電子化記録を公開

（９）平成 23年度実施計画の概要：
　和歌山観測所の地震記録の ZOOMA化を継続するとともに，Webのインタフェースの改良や，他の

観測所（筑波，広島）の記録についての電子化の計画を立案する．

（10）実施機関の参加者氏名または部署等名：
地震予知情報センター

他機関との共同研究の有無：無

（11）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先
部署等名：東京大学地震研究所 　地震予知情報センター

電話：03-5841-5774

e-mail：yotik@eri.u-tokyo.ac.jp

URL：http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/index-j.html

図１．連続記録へのページ



図 2. 伊勢観測点 1968/4/1の記録例．


